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研究成果概要 
 
1. 大阪市立大学杉本キャンパスにおける観測 

 

0.5m2、9 台、平均 10m 間隔のシンチレーシ

ョン検出器からなる空気シャワーアレイと

45cm 10.678 GHz 電波望遠鏡 2 台との同時

観測を行った。観測期間は 6 月 30 日から 12
月 12 日までの 111 日間、空気シャワーアレ

イのトリガーによる同時観測イベント数は

114,265 であった。この結果、空気シャワー

由来の可能性のある極めて大きな信号を１つ

検出した（右図）。また、天頂方向に向けた望

遠鏡は、仰角 30°の望遠鏡に比べ、空気シャワートリガー直後（10 マイクロ秒以内）に

S/N 比の大きなパルス信号が多く得られていることがわかった（下図）。しかし、これら

の信号についての正確な解釈は、装置内信号遅延の今後の測定結果による。 

 
 



2. 宇宙線望遠鏡実験サイトにおける観測 

 
米国ユタ州の宇宙線望遠鏡実験サ

イト内の Black Rock Mesa 大気蛍

光望遠鏡ステーションに大阪市大

内で使われていたものと同型の電

波望遠鏡 2 台を設置し、大気蛍光望

遠鏡のトリガーによる電波信号収

集を行った（右図）。望遠鏡の視野

中には垂直射出電子加速器ビーム

が通るようになっていた。運用は

2011 年 10 月 29 日、および 2012

年 3 月 13 日~17 日に行われ、３月

の期間には電子加速器ビームの射

出もおこなわれていた。およそ

100,000トリガー分の信号が検出さ

れたが、そのデータは現在解析中で

ある。以下の図は検出された信号の

生データをプロットしたもので、赤

が電波望遠鏡のパワーデテクタの

出力信号で、緑は電子加速器ビーム

に同期したトリガー信号である。電波信号の期待される時間（オレンジ点線）には、残

念ながら信号が見えていない。ノイズの除去、などの詳しいデータ解析を行っていると

ころである。 
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